
 

平成 26 年７月 23 日 

 

各  位 

 

会社名  オプテックス株式会社 

代表者名 取締役会長兼代表取締役社長 小林 徹 

（コード番号 6914 東証第一部） 

問合せ先 取締役兼執行役員 管理統括本部長 東 晃 

電話番号 ０７７－５７９－８０００ 

 

子会社の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社の連結子会社であるオプテックス・エフエー株式会社は、平成 26 年２月 12 日に公表いたしました平成

26 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平成 26 年１月１日～平成 26 年６月 30 日）及び平成 26年 12 月期通期

連結（平成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31日）の業績予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 なお、本件による当社の連結業績への影響は軽微であります。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                             

平成 26年７月 23日 

各  位 

本社所在地   京都市下京区中堂寺粟田町 91 

                            会社名    オプテックス・エフエー株式会社 

                         代表者名   代表取締役社長  小國 勇 

                                     （コード 番号 6661 JASDAQ ） 

                                      問合せ先     取締役 管理部門統括 

                            坂口 誠邦  

（TEL 075－325－2930 ） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年 2 月 12日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年 12 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 26 年 1 月 1 日～平成 26 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想  （Ａ）        2,450    150  150   90 17 円 97 銭 

今回修正予想  （Ｂ）  2,540    102  111     78 15 円 57 銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）   90 △    48 △    39 △    12 － 

増 減 率   （％）   3.7 △  32.0 △   26.0 △ 13.3 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 25年 12 月期第 2四半期） 
  2,166   140     133   81 16 円 21 銭 

  

 

２．平成 26 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 1 月 1 日～平成 26 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  （Ａ）        5,100    400  400  250 49 円 91 銭 

今回修正予想  （Ｂ）  5,200    320  330    200 39 円 93 銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  100 △   80 △   70 △    50 － 

増 減 率   （％）      2.0 △  20.0 △ 17.5 △  20.0 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 12 月期） 
  4,673   319     323  280 56 円 09 銭 



 

２．修正の理由 

【第 2四半期連結累計期間の業績予想数値の修正】 

売上高におきましては、主要市場である欧州向けは、物流、自動車、包装機業界向けに汎用機器、

アプリケーション機器共に堅調に推移し、また、国内向けも物流、電子部品、自動車業界におい

て設備投資が活発に行われたことにより汎用機器を中心に売上が伸長したことで前回の予想値

を上回る見込みであります。但し、利益面においては、汎用機器の売上増によるプロダクトミッ

クスでの原価アップ、昨年 11 月に設立いたしました中国合弁子会社の立上げ遅延に伴う開業費

の計上及び人的投資により営業利益、経常利益、四半期純利益ともにそれぞれ前回予想を下回る

見込みであります。 

 

 

【通期連結業績予想数値の修正】 

売上高については、下期にかけても国内外ともに活発な設備投資需要に支えられ堅調に推移する 

ものと予想され、前回の予想値を上回る見込みでありますが、利益につきましては、営業利益、 

経常利益、当期純利益ともに第 2四半期連結累計期間に生じた下振れ要因により前回予想を下回 

る見込みであります。 

 

 

 

 

  （注）上記の業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、 

    実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 


